
令和元・２年度 小林市教育委員会小中一貫教育推進モデル校
【知育】の研究発表

令和２年１１月６日（金）
小林市立 野尻小学校

「わかった！できた！」と学ぶ喜びを味わえる児童生徒の育成

研究主題

～生き生きと自分の思いや考えを表現できる授業づくりを通して～



野尻中学校区の教育目標
未来を生き抜くための確かな学力、豊かな心、
たくましいからだをもった子どもの育成

野尻中学校野尻小学校

栗須小学校



グローバル化

世の中の急速な変化

新学習指導要領
「未知の状況にも対応できる

思考力・判断力・表現力等の育成」



学力向上に関するアンケート

アンケートの項目
（表現力に関する項目）

「あてはまる」の割合

小（％） 中（％）

② 自分の考えや意見を進んで発表して
いる。 ２７ ４２

③ 自分の考えがうまく伝わるよう、資
料や文章、話の組み立てなどを工夫し
て発表している。

２５ ２０

⑥ 友達と話し合う活動を通じて、自分
の考えを深めたり、広げたりすること
ができている。

４８ ４６



本中学校区の児童生徒の課題

●自分の考えを伝えたり発表したりすること

●自分の考えを工夫して表現すること

●自分の考えを深めたり広げたりすること



研究主題

生き生きと自分の思いや考えを表現できる授業づくりを通して

副 題

「わかった！できた！」と学ぶ喜びを味わえる
児童生徒の育成

表現力を高めるための手立て等



学ぶ喜びを味わえる授業デザイン



共通指導案形式の作成



表現力の向上を目指す授業

○ 課題を明確にと
らえ、集団思考に
向けて自分の考え
を整理したり表現
したりする。

○ 個人思考を基に、
自分の考えを友達
に伝えたり、考え
を比較して聞いた
りする。

○ 集団思考を基
に、
自分の考えを練り
直し、まとめてい
く。

個人思考 集団思考 個人思考





めざす表現力の明確化

小中９年間
でどのような
力を身に付け
させるかが、
系統的に分か
る。



共通指導案へ



表現力の基礎づくりの工夫



「１年生 視写」 「４年生 要約と感想」

新聞視写



スピーチ活動



ノート展



個に応じた指導の充実



共通指導案へ



ヒントカード

座席表 リトル
ティーチャー

具体物



タブレットＰＣ活用の工夫



タブレットＰＣ活用例

【第３学年タブレット活用例】



タブレットＰＣ活用の工夫



授業力向上の取組

自分の授業をビデオで撮影
したものを自分でみることで、
授業の振り返りを行った。

振り返り後は自己評価を行い、
今後の授業改善に生かした。



1人1回以上の研究授業の実施



研究実践を支える取組

【５・６年学習のきまり】

【５・６年家庭学習の進め方】



１ 授業では、課題解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年１１月 当てはまる・どちらかといえば当てはまる ９１％ ２％

令和２年 ５月 ９０％ １％

令和２年 ９月 ８９％ ０％

研究実践の結果

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

令和元年１１月 当てはまる・どちらかといえば当てはまる ６８％ １０％

令和２年 ５月 ５９％ １２％

令和２年 ９月 ６５％ ７％

２ 自分の考えや意見を進んで発表している。



３ 発表では自分の考えが伝わるよう資料や文章、話の組立てなど工夫して発表し
ている。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年１１月 当てはまる・どちらかといえば当てはまる ７０％ １０％

令和２年 ５月 ５６％ １２％

令和２年 ９月 ６５％ ６％

５ 文章や資料を読んで自分の考えをまとめたり、書いたりする活動に進んで取り
組んでいる。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

令和元年１１月 当てはまる・どちらかといえば当てはまる ８２％ ３％

令和２年 ５月 ５６％ 6％

令和２年 ９月 ８３％ ２％



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

５ 友達と話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり広げ
たりすることができていると思う。

令和元年１１月 当てはまる・どちらかといえば当てはまる 8４％ ３％

令和２年 ５月 ７４％ ５％

令和２年 ９月 ８２％ ６％



学力検査（ＣＲＴ）結果／全国得点率との差

現在の学年 第３学年児童 第４学年児童 第５学年児童 第６学年児童

国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数

平成３０年度 ＋３．９ ＋６．４
＋１．７ ＋３．１ －７．２ －６．３ －１．９ ＋２．０

令和元年度 ＋８．２ ＋９．２
＋２．０ ＋２．４ －５．２ －１．９ ＋３．６ ＋６．０

１年間の成果 ＋４．３ ＋２．８ ＋０．３ －０．７ ＋２．０ ＋４．４ ＋５．５ ＋４．０

第１学年時

第２学年時

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
学年によって差はありますが、総じて、学習指導改善の成果が表れてきていると言えます。★



授業改善・授業力向上

話合いの活性化
表現意欲の向上

充実した話合い活動
児童のより深い学び

研究の と課題成果

表現力の基礎作り
話合い活動の設定

授業デザイン
研究授業

タブレットＰＣの活用



研究の成果と課題

更なる授業改善・授業力向上わかった！
できた！

個に応じた指導の充実や家庭
学習との連携

教科や学年によっての活用方
法の研究

確実な学力の向上

タブレットＰＣ
の効果的な活用



第６学年「比例と反比例」
本日の研究授業について

表、式、グラフを使って



学び合いに重点を置いた野尻小の授業デザイン



児童が学ぶ喜びを味わい、確かな学力を
身に付けるための授業づくりはどうあれば
よいか。

本日の研究協議題について

（協議の柱１）児童の表現する力を高めるための手立て

（協議の柱２）児童の学力向上のための手立て



よかったこと・
参考になったこ
となど

改善点・アドバイ
スなど

②「付箋」の記入①「授業参観カード」の
記入
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